
N。．280

／
－
ー

阿

¶
57年

編集と発行　白石市役所総務課・宮城県白石市字桜小路35・・印刷　本木印刷（椥

艶　　瀞f 粛　噺．
渉

獅
、
鯉

鰍　　鍵蜘　糊、
轍榊

塞懸鮪　麗

　　　今月の主な内容
越河・斎川地区農業用………………・5…一…P2

用水渇水対策事業……………・…・…・…………P3

住居表示3ノリーズ③…………一…・…’………P4

農業祭…………一…・………一…・…・…・一……P5

トピックス……………一・・……………一’…’P8

4万人の広場・市民登場・地名アレコレ…P10～11

お知らせ板・公民館だより……………P13～P17

休日急患当番医・定例相談・カメラニュース…P16

　　調丁　　　　軸』　　　　　グ
　　署　　定

　秋晴れの体育の日、恒例の第54回市民体育大会が第二

小校庭で盛大に行われました。25地区の選手約千人が参

加し、100メートル競走を皮切りに、年代リレーや兄弟

リレー、特産の白石う一めん味見競走、さらには地区対

抗の玉入れや綱引きなどに汗を流しました。今年は本郷

第三が昨年の覇者本郷第一や本町を破り優勝しました。

主な成績は次のとおりです。

①本郷第三32点　②本町29点　③田町24．5点　④本郷第

山22．5点　⑤郡山22点
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卜一タ

　
本
事
業
は
、
東
北
新
幹
線
蔵
王
ト

ン
ネ
ル
工
事
開
始
に
よ
り
、
越
河
・

斎
川
地
域
全
般
に
渓
流
水
の
枯
渇
現

象
が
昭
和
四
十
八
年
以
降
始
ま
っ
た

こ
と
か
ら
渇
水
し
て
い
る
か
ん
が
い

用
水
確
保
の
た
め
恒
久
的
な
対
策
を

計
画
し
、
か
つ
地
域
住
民
の
生
活
を

安
定
に
し
よ
う
と
す
る
ね
ら
い
で

す
。

　
そ
こ
で
概
要
を
知
る
た
め
の
事
業

の
経
緯
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
事
業
の
経
緯

　
は
じ
め
に
東
北
新
幹
線
蔵
王
ト
ン

ネ
ル
工
事
が
昭
和
四
十
七
年
に
開
始

（
昭
和
五
十
三
年
竣
工
）
さ
れ
た
。

　
四
十
八
年
に
は
、
越
河
・
斎
川
地

域
全
般
に
渓
流
水
の
枯
渇
現
象
が
始

ま
り
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
水
を
水
源
と

す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
る
応
急
対

策
工
事
が
始
ま
っ
た
。
同
年
四
十
九

年
に
は
、
市
よ
り
宮
城
県
大
河
原
事

務
所
に
依
頼
し
、
越
河
・
斎
川
地
域

の
農
業
用
用
水
の
恒
久
対
策
の
．
検
討

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
五
十
一
年
に
は
、
越
河
・
斎
川
地

域
の
渇
水
の
影
響
を
受
け
て
い
る
農

地
の
用
水
需
給
の
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
五
十
二
年
か
ら
五
十
四
年
に
お
い

て
は
、
国
鉄
に
よ
る
恒
久
対
策
の
検

討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
十
四
年
十
月
に
は
、
市
と
国
鉄

に
よ
る
「
越
河
・
斎
川
地
区
渇
水
対

策
に
関
す
る
覚
書
」
の
交
換
を
行
な

っ
た
。

　
五
十
四
年
十
一
月
に
は
、
越
河
・

斎
川
地
区
の
渇
水
に
関
す
る
恒
久
対

策
（
案
）
作
成
の
た
め
、
調
査
設
計

が
行
わ
れ
た
。

　
五
十
五
年
四
月
に
は
、
蔵
王
ト
ン

ネ
ル
を
水
源
と
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

工
事
及
び
溜
池
二
ヶ
所
の
工
事
の
た

め
、
調
査
設
計
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
五
十
六
年
四
月
に
は
、
溜
池
二
ヶ

所
及
び
工
事
に
か
か
る
用
地
な
ど
の

調
査
測
量
設
計
に
入
り
ま
し
た
。

　
五
十
七
年
よ
り
、
越
河
・
斎
川
地

区
の
渇
水
対
策
工
事
が
開
始
さ
れ
る

こ
と
に
決
定
。
以
上
の
経
緯
に
よ
り

本
事
業
が
な
さ
れ
る
あ
ら
ま
し
で
す
。

　
次
に
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
み
て

み
ま
し
ょ
う
。

一
、
事
業
の
目
的

　
本
地
区
は
宮
城
県
最
南
端
に
位
置

し
、
福
島
県
国
見
町
と
県
境
を
接
す

る
白
石
市
越
河
及
び
斎
川
地
域
で
あ

る
。

　
こ
の
地
域
の
か
ん
が
い
用
水
量
は

地
区
の
北
西
を
支
配
す
る
雨
塚
山
（
標

高
五
百
八
十
ニ
メ
ー
ト
ル
）
一
帯
の

急
峻
な
山
岳
流
域
を
主
水
源
と
し
、

そ
の
他
溜
池
及
び
湧
水
を
も
っ
て
補

充
水
源
と
す
る
。
比
較
的
用
水
源
の

不
安
定
な
地
帯
で
あ
る
。

　
昭
和
四
十
三
年
以
降
、
東
北
縦
貫

自
動
車
道
の
開
設
、
国
道
四
号
線
の

バ
イ
パ
ス
全
面
改
修
を
契
機
に
越
河

盆
地
と
い
わ
れ
る
平
坦
部
の
水
田
及

び
斎
川
大
平
地
帯
の
水
田
等
は
圃
場

整
備
を
実
施
し
、
農
業
経
営
（
稲
作

経
営
の
省
力
化
）
の
合
理
化
を
図
ろ

う
と
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
北

新
幹
線
の
建
設
に
伴
い
福
島
県
国
見

町
・
宮
城
県
白
石
市
の
県
境
を
貫
く

延
長
十
一
・
二
㎞
の
鉄
道
山
岳
ト
ン

ネ
ル
の
開
削
工
事
が
開
始
さ
れ
、
こ

の
間
工
事
の
進
捗
に
伴
な
い
ト
ン
ネ

ル
内
に
多
量
の
湧
水
が
み
ら
れ
特
に

原
斜
抗
附
近
に
お
い
て
は
最
大
十

㎡
／
・
㎜
前
後
の
湧
水
が
長
期
に
亘
り

持
続
し
ト
ン
ネ
ル
の
開
削
と
並
行
し

て
湧
水
も
移
動
拡
大
す
る
と
同
時
に

地
域
の
水
源
で
あ
る
雨
塚
山
一
帯
の

各
渓
流
や
湧
水
井
戸
等
の
枯
渇
が
お

こ
り
、
昭
和
四
十
八
年
以
降
斎
川
・

越
河
地
域
に
拡
大
し
甚
大
な
る
渇
水

被
害
を
こ
う
む
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
国
鉄
は
緊
急
か
ん
が

い
対
策
と
し
て
原
斜
抗
か
ら
揚
水
ポ

、
、
▼
プ
に
よ
っ
て
ト
ン
ネ
ル
内
の
湧
水

を
地
上
に
環
元
し
て
各
渓
流
単
位
に

用
水
を
補
給
し
て
現
在
に
い
た
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　
以
上
の
状
況
か
ら
越
河
・
斎
川
地

区
の
渇
水
し
て
い
る
か
ん
が
い
用
水

確
保
の
た
め
恒
久
的
な
対
策
を
計
画

し
、
か
つ
、
地
域
住
民
の
民
生
安
定

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

池溜

造構貯水面積計画堤唐高貯水容量新改築の零ll称池名溜

堤土医土8，970m25．20m30，000m】築改堤評尺峠

〃5，920mコ8．70m10，000mヨ畝新小野作溜池

ノノ900m25．70m2，000m〃北ノf乍前溜池

コンクリート800m6，50m2，000m1〃池沢溜松
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▲57年度より実施される区域図

　
市
は
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
住
居
表
示

整
備
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
今
月
号
で
は
住
居
表
示

整
備
事
業
を
実
施
す
る
本

年
度
の
地
域
と
事
業
進
捗

の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　
．
五
十
七
年
度
よ
り
、
鷹

巣
字
寿
山
・
郡
山
字
寿
山

・
鷹
巣
字
川
崎
本
木
・
鷹

巣
字
本
木
山
・
鷹
巣
字
蛭

賀
屋
敷
後
・
鷹
巣
字
坂
下

・
郡
山
宇
花
見
平
・
緑
ヶ

丘
一
丁
目
・
緑
ヶ
丘
二
丁

目
の
各
字
の
一
部
〔
図
参

照
）
に
つ
い
て
住
居
表
示

整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
ま

す
。　

こ
れ
か
ら
の
進
み
方
と

し
て
市
で
決
め
た
実
施
基

準
に
基
づ
い
て
、
町
割
り

・
町
名
の
決
定
を
す
る
わ

け
で
す
。
そ
れ
で
は
実
施

基
準
の
内
容
に
つ
い
て
項

目
条
文
ご
と
に
み
て
み
ま

し
よ
う
。

1
讐
を
・
り
針

　
「
本
市
に
お
け
る
住
居

　
表
示
は
、
街
区
方
式
に

　
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す

　
る
。
」

　
わ
た
く
し
た
ち
の
市
の
住
居
表
示

　
は
、
原
則
と
し
て
街
区
方
式
（
六

　
月
号
を
参
照
）
に
よ
っ
て
進
め
ら

　
れ
ま
す
。

噛
市
の
中
心

　
「
住
居
表
示
実
施
に
伴
う
市
の
中

　
心
は
、
自
石
市
役
所
と
す
る
。
」

　
こ
れ
は
、
新
し
い
住
居
表
示
に
お

　
け
る
特
色
の
一
つ
で
す
。
す
で
に

　
住
居
表
示
が
行
わ
れ
て
い
る
市
町

　
の
中
心
地
は
、
市
役
所
や
駅
に
定

　
め
ら
れ
て
い
る
の
が
多
く
な
っ
て

　
い
ま
す
。
わ
た
く
し
た
ち
の
市
で

　
は
市
街
地
形
態
な
ど
を
検
討
し
、

白
石
市
役
所
が
市
の
中
心
に
定
め

　
ら
れ
ま
し
た
。

3
町
呂
ゐ
定
め
与

（
ω
）
「
従
来
の
名
称
を
基
と
す
る
が
、

　
新
た
に
つ
け
る
場
合
は
、
簡
明
な

　
も
の
、
歴
史
的
に
由
緒
の
あ
る
も

　
の
、
親
し
み
深
い
も
の
、
語
調
の

　
よ
い
も
の
な
ど
を
選
択
し
採
用
す

　
る
。
」

②
「
新
町
名
は
、
出
来
る
だ
け
当

　
用
漢
字
を
用
い
る
。
」

③
「
市
内
を
通
じ
て
、
同
一
の
町

名
ま
た
は
類
似
の
町
名
は
さ
け
る
已

④
「
町
名
に
丁
目
を
つ
け
る
場
合

　
は
、
お
ぢ
む
ね
四
・
五
丁
目
程
度

と
す
る
。
」

新
し
い
町
名
（
市
町
村
名
を
言
う

　
の
で
は
な
く
、
こ
の
場
合
の
町
名

と
は
現
在
用
い
て
い
る
字
名
等
）

　
は
こ
れ
ら
の
条
文
に
そ
っ
て
決
め

　
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

4
町
の
r
界

　
「
町
の
境
界
は
、
道
路
、
河
川
、

　
水
路
、
ま
た
は
鉄
道
そ
の
他
恒
久

　
的
な
施
設
に
よ
っ
て
定
め
る
。
」

簡
単
で
移
動
の
少
な
い
町
界
線
に

　
す
る
た
め
に
、
町
の
境
界
は
、
道

　
路
や
川
な
ど
で
定
め
ら
れ
ま
す
。

，
町
う
形
怯
及
び
視
模

①
「
町
の
形
状
は
、
そ
の
境
界
が

複
雑
に
入
り
く
ん
だ
り
、
飛
地
が

生
じ
な
い
よ
う
で
き
る
だ
け
簡
単

な
境
界
線
を
も
っ
て
区
画
さ
れ
た

　
一
団
を
形
成
す
る
よ
う
留
意
す
る
。
」

②
「
町
の
規
模
は
、
そ
の
地
域
の

性
格
、
形
態
及
び
へ
口
、
家
屋
の

密
度
等
を
勘
案
し
、
そ
の
大
き
さ

は
、
お
お
む
ね
次
の
基
準
に
よ
る

も
の
と
す
る
が
、
ワ
て
の
区
域
内
に

学
校
、
公
園
、
運
動
場
等
が
あ
る

　
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
住

宅
地
域
”
十
～
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
巴

町
割
り
を
行
う
場
合
は
、
で
き
る

だ
け
簡
明
な
境
界
線
で
区
画
す
る

よ
う
に
し
、
町
の
規
模
は
、
原
則

　
と
し
て
十
～
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
住

居
地
域
の
場
合
）
に
し
ま
す
。
…

…
・
…
：
次
号
に
続
く
。

住
居
表
示
に
関
す
る
お
問
い
合
せ

は
、
都
市
計
画
課
庶
務
係
（
内
線

二
三
二
）
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

4
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農業祭日程表

醤

容内所場

一般公開
校
館

学1
育

第石白
体

時　　　間

9：00～16：30
9：00～14：00

日月名事行

11・13、14
会
会

羅
売

物
即

橦
び

謝
及

．
部

　
　第

ウ白石家畜市場9：00～！6：00
10・29
11・16、　17

会
会

進
売

共
即

畜
び

家
及

部　第

〃白石農協会館
9：00～！6：00
9：00～14：00

11・13、14第3部　農業と農協展

〃白石市民会館〃〃第4部生活改善展

〃〃〃〃第5部白石物産展

〃
校
館

学小1
育

第石白
体

〃〃第6部　書写及び絵画展

家庭バレーボール、ソフトボ

のど自慢大会、郷土芸能

大鷹沢小学校体育館

白石市営球場

市民会館大
ホ　　ー　　　ル

9：00～16：00

11・14

11・14

第7音β　レクリェーション

米特別販売、試食会他白石市民会館

白石第1小学校
校　　　　　庭

9：0【）～16：00
9：00～14二1）0

9：00～16：00
9：00～14：00

11・13、14白石市米まつり

11・13、14カ・かしまっり

併
催
行
事

市内11ヵ所基準地

標準価格

土

地

取
引
き

の安
一
』‘

　
宮
城
県
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
七

月
一
日
現
在
の
県
内
地
価
基
準
地
の

標
準
価
格
を
十
月
↓
日
に
公
表
し
ま

し
た
。

　
こ
の
価
格
は
、
国
土
法
に
よ
る
土

地
取
引
き
の
価
格
審
査
を
行
う
時
の

基
準
に
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

み
な
さ
ん
方
が
土
地
の
売
買
な
ど
を

な
さ

Q
と
き
の
指
標
に
し
て
も
ら
う

も
の
で
す
。

　
市
内
十
一
ヵ
所
の
基
準
地
に
つ
い

て
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
県
内
基
準
地
の
標
準
価
格

を
記
載
し
た
書
面
が
市
役
所
秘
書
企

画
課
土
地
対
策
係
（
内
線
三
二
六
）

に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

変動率
lnf当り価格

％

56．7．。1

　　　　円

57。7．1

　　　　　　円

　70．300

地価調査基準地屠途宕

臼石市字沢端9～1住宅地

6．126．30027．900
〃　福岡長袋字陣場

　　　ヶ丘7～M
ウ

・31．000〃　白石沖877～4ク

30．000

7．615．80017．000

6．415．60016．600

6．510、70011．400

〃　　君B山字：荒屋薯食

　　　　　　70～1

ク　大平森合字上久
　　　　　保20～18

〃　白川津田字越田

　　　前126～16外

〃　大鷹沢三沢字五

　　　　丁目11－2

〃

〃

ク

〃

6．95．8006．200〃　越河字町屋敷33〃

115，000〃　字中町4商業地

4．012．50013．000
〃　郡山字東中堀20
　　　　　　　　　　　　外

工業地

0
0アール当り

310．000

〃　福岡蔵本字番小四アール部

　　　　　屋46～21310．000林地
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交
通
安
全
は
茶
の
問
か
ら

　
　
　
　
　
　
○

白
石
市
で
は
、
交
通
事
故
の
な
い
、

明
る
く
、
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く

り
を
願
い
、
十
月
六
日
、
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
で
・
第
五
回
交
通
安
全
市

民
大
会
”
を
開
催
。
市
内
の
区
長
会

や
交
通
安
全
協
会
、
交
通
安
全
母
の

会
、
指
導
隊
員
な
ど
か
ら
三
百
人
近

く
の
市
民
が
参
加
し
、
交
通
安
全
の

重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
交
通
事
故
犠
牲
者
に

黙
と
づ
を
さ
さ
げ
、
交
通
安
全
を
誓

　
　
交
通
安
全
市
民
大
会

　
　
い
ま
し
た
。

　
　
こ
の
あ
と
、
交
通
安
全
に
功
労
の

　
　
あ
っ
た
方
の
表
彰
、
白
．
石
署
長
の
交

　
　
通
情
勢
の
説
明
を
聞
き
、
そ
し
て
そ

　
　
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
体
験
・
意
見
の

　
　
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
最
後
に
「
わ
た
し
た
ち
は
、
交
通

　
　
事
故
の
根
絶
を
め
ざ
し
、
市
民
総
ぐ

　
　
る
み
で
全
力
を
傾
注
し
交
通
安
全
を

　
　
推
進
し
よ
う
」
と
い
う
大
会
宣
言
が

　
　
読
み
あ
げ
ら
れ
ま
し
だ
。

　
「
交
逼
安
全
功
労
者
　
｝

　
　
』
感
謝
状
贈
呈
者

　
　
h
山
本
　
善
】
（
中
益
岡
分
会
長
）
　
、

　
ρ
　
・
高
子
　
明
子
（
母
の
会
副
会
長
）

　
　
』
鈴
木
　
康
弘
（
越
河
副
支
部
選
　
・

　
　
…
日
下
　
忠
ニ
ヘ
斎
川
支
部
監
事
皿
・

　
　
凸
津
田
　
徳
子
矢
平
小
父
母
教
師
｛

　
　
　
　
　
会
代
表
）

　
　
、
大
浦
　
秀
夫
（
大
鷹
沢
支
部
役
員
）
，

　
　
村
上
　
勝
雄
（
白
川
支
部
理
事
）
　
』

　
　
し
　
ロ
　
　
　
　
　
ハ
と
　
か
　
ゑ
　
　
　
ド

　
　
ド
　
　
　
　
　
ハ
ホ
ぼ
　
　
　
ロ
ゑ
　
お

　
　
一
宮
崎
　
昭
吾
（
交
通
指
導
隊
貝
）

　
　
ル
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
お
お
　
ゆ
　
ロ
　
ふ

　
鏡
無

　
・
鍵

灘
“

　
鰍

　
靴
、

卿
貰
佐
島
正
三
三
蟄
指
責

市町村交通事故防止コンクールで見事第一位
　　　　L6月、7月、8月の3ヵ月間行われた』
みんなで心をひきしめて「安全が一番j一運転者の心がけ一

＝歩行者、特に子供と老人の事故防止にご協力ください。二

　昨年に引きつづき市部門で連続の好成績

　
皿
輪
車
の
事
故
防
止

　
　
　
　
心
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ろ
う
！

最
近
、
二
輪
車
の
事
故
が
増
え
て
、
　
同
署
管
内
の
蔵
王
町
で
は
、
死
亡

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

白
石
署
管
内
で
は
、
九
月
に
発
生
　
　
特
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
い
た
し

し
た
交
通
事
故
に
し
め
る
事
故
原
因
　
走
行
の
さ
い
は
、
十
分
安
全
運
転
に

の
四
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
二
輪
車
に
　
心
が
け
る
よ
う
、
白
石
市
と
白
石
警

よ
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
察
署
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

6

　必ず安全を疇僑蛎

　
枝
線
埋
設
工
事

”
下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を
期

今
年
六
月
よ
り
、
ひ
き
続
き
市
単
　
め
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

独
事
業
と
し
て
市
街
地
の
大
畑
、
不
　
し
ま
す
。

澄
ヶ
池
、
清
水
小
路
、
延
命
寺
地
内
　
　
ま
た
工
事
の
特
殊
上
、
期
問
中
工

四
地
区
に
伎
線
埋
設
工
事
が
十
二
月
　
事
地
内
の
道
路
は
交
通
規
制
が
あ
り

よ
り
施
行
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

①
枝
線
埋
設
工
事
（
各
家
庭
に
公
共
　
願
い
い
た
し
ま
す
。

桝
を
設
置
す
る
。
、
）

のトぞブルは
委員に棚談を

く
わ
し
く
は
・
雫
水
道
課
（
内
係
護

め
薮
難
羅
綴
殿
陥
』
、
、

交
通
を
確
保
し
な
が
ら
工
事
を
す
す

　
く
枝
線
埋
設
工
事
場
所
ー

二
六
）
へ
お
問
い
ム
。
せ
く
だ
さ
関
擁

　
　
　
　
　
　
澗
誰

　
　
　
　
　
　
入
詠

人1権1週1問

10日

　　　匡ヨ

東北アツギK・K・
｝

∠イ湧
くyり

12月4日

市
の
相
談
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
目
時
　
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま

で
。
午
前
十
時
～
午
後
三
時

▽
場
所
　
市
民
課
相
談
室

▽
人
権
擁
護
委
員

村
上
智
雄
　
南
寺
前
二
－
十

　
盈
五
ー
二
八
四
三

家
納
喜
代
子
　
白
川
津
田
字
南
小

　
路
四
五
　
且
七
－
二
〇
二
四

遠
藤
肇
　
白
川
内
親
字
兎
田
山
二

　
三
　
費
七
－
二
＝
二
六

佐
藤
正
二
　
大
慶
沢
三
沢
字
五
丁

　
目
五
五
－
二
費
五
ー
三
四
五
四

小
岩
庄
一
　
白
石
市
字
上
堰
八
－

　
三
　
理
五
－
二
五
三
〇

わ
か
家
応
ω
健
出
罐
（
ア
ピ
，
ー
リ
　
バ
ラ
ン
ス
を
考
、
え
、
一
日
に
一
一
一
十
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
の
　
　
を
　
　
す
る
よ
う
ぷ

　
　
　
　
　
　
　
お
か
ず
は
一
品
一
品
を
大
皿
に
盛
っ

「
健
康
は
百
萬
の
富
に
も
勝
る
」
　
て
い
た
の
を
奇
麗
な
皿
、
小
丼
、
小

と
云
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
鉢
な
ど
に
一
人
一
人
盛
付
し
て
戴
く

そ
の
健
康
は
他
人
か
ら
い
た
．
・
く
も
　
事
に
し
ま
し
た
。
量
が
い
く
ら
か
ご

の
で
は
な
／
＼
自
分
で
作
り
だ
一
す
も
　
ま
か
せ
る
様
に
思
い
ま
す
。
こ
の
様

の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
栄
養
、
　
に
食
事
療
法
で
全
快
し
ま
し
た
け
れ

運
動
、
休
養
に
関
す
る
知
識
と
技
術
　
ど
も
、
体
重
七
十
三
キ
ロ
か
ら
六
十

の
収
得
に
努
力
し
て
い
る
毎
日
で
す
。
八
キ
ロ
と
五
キ
ロ
減
り
ま
し
た
が
、

主
人
は
毎
朝
四
時
頃
マ
ラ
ソ
ン
に
出
　
ふ
ぐ
の
よ
う
な
お
な
か
は
な
か
な
か

か
け
ま
す
。
私
は
布
団
の
中
で
見
送
　
ひ
っ
こ
ん
で
く
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
が

り
又
一
眠
り
し
ま
す
。
主
人
は
早
寝
　
今
の
私
の
一
番
の
悩
み
で
す
。
縄
跳

早
起
き
、
私
と
は
対
象
的
、
で
も
「
年
　
も
毎
晩
百
回
位
や
っ
て
い
る
よ
う
で

を
と
る
と
ね
む
く
な
く
な
る
と
云
う
　
す
。
こ
の
よ
う
な
健
康
生
活
を
続
け

か
ら
私
は
ま
だ
ま
だ
若
い
ん
だ
ね
」
　
な
が
ら
、
私
も
さ
・
や
か
な
が
ら
社

な
ん
て
大
笑
い
す
る
事
た
び
た
び
で
　
会
に
奉
仕
出
来
る
事
の
幸
せ
、
色
々

す
が
、
私
は
私
な
り
に
数
年
前
か
ら
　
な
趣
昧
を
も
つ
事
の
楽
し
さ
を
味
わ

美
容
体
操
（
新
舞
踊
）
を
や
っ
て
お
り
　
い
乍
ら
、
こ
う
し
た
事
に
よ
っ
て
出
来

ま
す
。
二
時
間
た
っ
ぷ
り
体
を
動
か
　
た
お
金
で
は
買
い
求
め
る
事
の
出
来
な

し
、
汗
を
流
し
た
後
、
各
々
心
を
こ
　
い
よ
き
先
輩
、
よ
き
友
、
そ
し
て
も

め
て
作
っ
て
き
た
お
茶
菓
子
で
、
先
　
ろ
も
ろ
の
検
診
も
異
常
な
し
、
六
月

生
を
囲
ん
で
戴
く
お
茶
の
美
味
し
い
　
に
は
献
血
も
し
ま
し
た
し
九
月
の
総

事
、
こ
の
時
間
は
た
っ
た
二
十
分
か
　
合
検
診
も
異
常
な
し
と
云
わ
れ
、
交

二
十
五
分
間
位
で
す
が
、
四
方
山
話
　
通
事
故
に
で
も
逢
わ
な
け
れ
ば
、
こ

に
花
が
咲
き
、
こ
れ
又
楽
し
い
ひ
と
　
れ
か
ら
一
年
間
は
大
丈
夫
と
は
り
き
っ

と
き
で
す
。
又
毎
日
の
食
事
作
り
も
　
て
い
る
老
夫
婦
の
今
日
此
の
頃
で
す
。
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本
格
的
な
冬
を
迎
え
、
家
庭
で
は
　
　
（
・
1
，
．
，
土
，
．
F
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
β
勾
フ
ー
，
、
ー
．
，
　
．
、
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
す
ま
や
カ
ー
テ
ン
の
近
く
で
　
　
　
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
火
の

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
う

こ
と
が
多
ー
言
ま
す
・
　
　
　
使
わ
な
い
．
周
り
は
い
つ
も
整
　
消
え
て
い
る
こ
と
を
必
ず
襲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
整
と
ん
し
て
お
く
。
　
　
　
　
　
　
す
る
。
燃
料
の
補
給
は
火
を
消

　
　
　
　
　
蕊
圖
轡
磐
ギ
惹
秘
飛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゃ
こ
の
バ
タ
ー
い
た
め
　
　
　
　
　
生
し
い
た
け
の
ワ
イ
ン
ソ
テ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
材
料
】
　
（
四
人
分
）
　
　
　
　
　
　
【
材
料
】
（
四
人
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
一
カ
ッ
プ
、
バ
タ
　
し
い
た
け
㎜
9
、
青
し
そ
三
枚
、
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
大
さ
じ
二
杯
、
酒
大
さ
じ
一
杯
、
　
タ
ー
大
さ
じ
一
杯
、
赤
ワ
イ
ン
、
塩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
パ
セ
リ
少
々
。
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
シ
ョ
ウ
少
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G
　
　
　
【
作
り
方
】
　
　
　
　
　
　
　
　
①
生
し
い
た
け
は
厚
み
の
あ
る
小
ぶ

◎篠①

徽
厩
㍑
捨
脱
β
隠
噛
穀
儀
②
灘
騰
◎
銑
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
鍋
に
バ
タ
ー
を
と
か
し
て
　
ち
り
　
　
し
し
た
け
を
入
れ
香
り
カ
し
て
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
め
ん
じ
ゃ
こ
を
入
れ
中
火
で
妙
り
た
ら
、
赤
ワ
イ
ン
少
々
を
フ
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ン
の
縁
か
ら
回
し
入
れ
、
塩
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
香
ば
し
く
な
っ
た
ら
酒
を
振
り
入
　
　
シ
ョ
ウ
を
ふ
り
か
け
、
強
火
で
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
、
手
早
く
か
き
混
ぜ
て
ア
ル
コ
　
　
気
を
と
ば
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ル
分
を
と
ば
し
、
仕
上
げ
に
パ
セ
　
③
熱
い
う
ち
に
青
し
そ
の
線
切
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
の
み
じ
ん
切
り
を
ふ
げ
か
け
る
。
　
の
せ
て
す
す
め
る
。

消費生活モニター調査結果

正
し
く
使
つ
て

　
暖
か
い
冬
条

嚢
翠

　
　
　
　
　
　
響

　
　
　
　
　
　
　
　
巻

　
な
か
で
も
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
操

作
が
簡
単
な
う
え
に
経
済
的
と
い
う

こ
と
で
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

取
り
扱
い
方
を
ひ
と
つ
間
違
え
る
と

屋
内
で
使
う
だ
け
に
、
思
わ
ぬ
大
火

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る

火
災
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
よ
う
な
点

に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

①
置
き
場
所

　
　
ふ
す
ま
や
カ
ー
テ
ン
の
近
く
で

　
　
使
わ
な
い
。
周
り
は
い
つ
も
整

　
　
理
整
と
ん
し
て
お
く
。

②
点
火
す
る
前

　
給
油
口
や
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
タ

　
ン
ク
の
ふ
た
が
完
全
に
締
ま
っ

　
て
い
る
か
な
ど
、
確
認
し
て
か

　
ら
火
を
つ
け
る
。
傾
く
と
火
の

　
消
え
る
装
置
（
対
震
自
動
消
火

　
装
置
）
な
ど
の
点
検
と
整
備
は

　
専
門
家
に
頼
む
。

③
火
の
つ
い
て
い
る
と
き

　
使
用
中
は
、
長
い
時
間
そ
ば
を

　
離
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
部
屋

　
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
火
の

　
消
え
て
い
る
こ
と
を
必
ず
確
認

　
す
る
。
燃
料
の
補
給
は
火
を
消

　
し
て
か
ら
に
す
る
。

調査日：昭和57年10月1日　白石市

品 名

1．砂 糖

2，しょう油

3．天ぷら油

4．小　麦　粉

5，食　パ　／

6．マーガリン

7．牛 乳

タ8
9．ティッシュペーパー

10．ラ　　　ッ　　フ。

11，灯 油

12．プロパンガス

13．カレーライス

14、理　髪　料

15．パーマネント料

銘柄　 規格

上白糖　　1kg
』醸造　　　糸汲　そ口
1．84（びん代込み）

1，650g（1．82）びん入り

薄力粉　1kg
並　食　1　斤
カルトン入リソフト225g

紙容器入り　1，000cα

カルトン入り　225g

400枚（200組〉紙箱入り

幅30cm　長さ20m

182　　（配達料込み）

10m。

並 皿

小学生調髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカット
　　及びセットを含む）

最高値
300円

525

600

220

160

215

260

378

158

248

1，850

5，200

450

1，300

5，400

最儀値

238円

418

530

175

130

148

208

348

140

150

1，650

4，800

350

1，200

4，500

平，均値

276円

457

561

254

144

189

267

356

144

193

1，761

5，027

400

1，264

4，985

前月平均懸各

281円

457

559

198

144

189

230

352

158

197

1，761

5，027

400

1，264

5，057

対萌目価格比

　　％△1．8

0．4

22．0

13．9

1．1

△9．7

△2．1

△1．4

備 考

上昇品目：天ぷら油、

小麦粉、牛乳、バタ

下降品目：砂糖、ティ

　ツシュペーパー、ラ

　ップ、パーマネント

料

横ばい品目：しょう油

　食パン、マーガリン

灯油、プロパンガス

　カレーライス、理髪

料
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“等驚II灘職，“、、畑、麗

欝魁、．触
漁戸　r饗冨

　ド筆　　　　　　　　　　　　総瑞難・、〆

　　　　あわてず消火
　　　　　　　　　　○一婦人防火クラブ

　10月14日、婦人防火クラブ研修会が市営球場で行

われました。各地区代表者75人が参加し、天．聖ら鍋

に火が入った場合を想定、水で濡らしたシーツを両

手で大きく広げ、火をおおい隠すようにして上から

静かにかぷせる消火に取り組みました。秋季全国火

災予防運動（11月26日～12月2日）に先がけ家庭に

おける防火対策を各地区に帰り、末端まで呼びかけ

ようと話していました。この日は地震体験車（宮城

ぼうさい号）による体験訓練が白石消防署員の指導

により行われました。

　　　　　　　　　　　　　　醜受郷へ’“，罫

皇晶1、轟1，　峯1．寒

　　　非行防止、暴力追放

　　　　　　　　　　　○一防犯パレード

　「カギかけは家族みんなの合言葉」「暴力追放」と

いったプラカードを掲げた防犯パレードが10月16日

白石駅前から白一小までの目抜き通りで行われまし

た。自石地区防犯協会連含会と白石警察署などの主

催で、行進には、柳町少年消防クラブの子供たち40

人も制服で参加、大きなセントバーナード犬「チャ

ボ君jも行進に一役、通行人に少年非行防止のしお

りなどを配りました。駅前広場では、非行防止のパ

ネル展なども開かれました。

霧・　轍瓢勝　　憲

　　にぎやかに園児のまつり

　　　　　　　　　　O一第二幼稚園
　10月15日、秋晴れのもと今年で2回目の第二幼稚

園まっりがにぎやかに繰り広げられました。まつり

では、園児139名に南町長寿会のお年寄りや園児の

祖父母65名も加わり、園児たちが製作した作品を使

用した買い物ごっこや園児のためにお年寄りたちは、

わら細工、竹細工、竹トンボ、竹馬などを製作しま

した。出来上がるとさっそく竹トンボを飛ばしたり、

竹馬に乗ったり楽しい一日も、園児のかつぐみこし

が走りまわるとまつりも最高潮のムードにつつまれ
ました。

騨耀野聯藝覇隅灘繍・

鰍
　　　100mなどに大会新
　　　　　　　　　O一白石市小中体育祭

　秋一番の晴天になった21日、22日の両日、第26回

白石市小中学校体育祭が行われました。21日には中

学校の部が各会場で熱戦が繰り広げられ、22日には

白石第二小学校を会場にした小学校の部（陸上競技）

がにぎやかに展開されました。競技では女子100m
で白川小の菅野孝子さんと白二小の石川美帆さんが

同タイムの14秒3で大会新記録、女子200mで白二

小の高橋千草さんが31秒0で同新記録、女子400m
リレーでは、白二小6の1チーム（石川美帆・鈴木
由美・高橋かすみ・高橋千草）が1分01秒8の大
会新記録をっくりました。
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愈

5
は
手
づ
－
－
紙
人
形
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト

佐
藤
ち
よ
さ
ん

登市

場民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
、
’

　
　
　
　
　
鷺
『
、

灘

耀
蟹
翻

蟹階顕　
、
蕊
　
　
　
　
羅
賦

［
「
雑

　　　　　　　　
　　　　　藝

瓢
．
罫
加
、

｝
漣
2
’
潭
ト
転

罎

脚 ’癖

サ入、．、、瓢
　
噛

糞
、
噂
轍

肱

　
こ
の
ほ
ど
西
保
育
園
を
訪
れ
、
日

頃
丹
精
を
込
め
て
作
っ
た
手
づ
く
り

の
紙
人
形
を
園
児
（
九
十
九
名
）
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
、
さ
っ
そ
く
園
児
に
囲

ま
れ
「
こ
ん
な
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
と
は
、
大
変
満
足
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
佐
藤
ち
よ
さ
ん
”
（
八
十
歳
、

北
町
裏
）
。

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
き
っ
か
け
は
、
午

前
中
に
、
目
の
治
療
の
た
め
通
院
、

西
保
育
園
が
佐
藤
さ
ん
の
通
り
道
の

た
め
遊
ん
で
い
る
園
児
を
見
て
、
慰

い
立
っ
た
そ
う
で
す
。

　
手
づ
く
り
の
紙
人
形
は
、
千
代
紙

な
ど
の
混
じ
っ
た
も
の
で
、
製
作
時

間
は
、
も
っ
ぱ
ら
午
後
か
ら
あ
い
間

は
、
五
十
年
前
の
若
い
頃
よ
り
手
先

が
き
よ
う
で
、
飾
り
も
の
を
作
っ
た

り
、
御
殿
ま
り
や
人
形
を
製
作
す
る

の
が
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
最
後
に
、
園
児
の
喜
ぶ
姿
を
見
て

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
と
き
に
で
も
同
人

形
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
」
な
ど
と

今
後
の
豊
富
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜘
聯

を
さ
い
薮
日
前
よ
襲
作
に
と
よ

か
か
り
ま
し
た
と
話
し
、
佐
藤
さ
ん
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
お
　
モ

　
市
の
北
部
に
そ
そ
り
立
つ
青
麻

山
は
も
と
大
刈
田
山
と
呼
ば
れ
た
。

昔
か
ら
大
刈
田
山
は
神
の
山
ど
あ

が
め
ら
れ
平
安
時
代
に
は
山
そ
の

　
　
　
か
つ
　
た
　
み
ね
じ
ん

も
の
が
刈
田
嶺
神
の
ご
神
体
で
あ

　
　
　
　
　
ひ
　
ロ
つ
で
ん

っ
た
。
深
谷
堂
田
に
あ
る
古
い
お

堂
の
建
物
跡
は
そ
の
拝
殿
が
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
む

た
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
大

か
つ
　
た
　
や
ま

刈
田
山
の
「
大
」
は
尊
敬
と
か
賛

美
を
あ
ら
わ
す
言
葉

で
、
偉
大
な
刈
田
神

の
住
む
お
山
と
い
う

意
昧
で
あ
る
。
こ
の

山
の
名
は
明
治
時
代

ま
で
使
わ
れ
、
江
戸

時
代
後
期
の
育
名
な

画
家
谷
文
晃
の
画
集

　
め
い
ざ
ん
づ
　
ふ

「
名
山
図
譜
」
に
も

大
刈
田
山
と
し
て
み

ご
と
な
山
容
が
画
か

れ
て
い
る
。
青
麻
は

　
て

青
苧
の
こ
と
で
麻
の

｝
種
、

い
い
衣
服
の
材
料
で
、

地名アレコレ

弥
六
郎
某
が
こ
こ
に
居
た
と
伝
え

る
。
こ
の
山
は
か
つ
て
鳥
子
山
と

い
い
野
鳥
の
生
息
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
た
。
小
原
鎌
倉
温
泉
の
背

後
の
鎌
倉
山
は
そ
そ
り
立
っ
た
山

　
　
　
　
　
　
お
お
　
む
　
か
で

で
、
昔
こ
こ
に
大
百
足
が
住
み
里

の
人
々
に
危
害
を
加
え
て
い
た
。

　
　
　
　
　
か
き
く
ら
ロ
ド
　
ん
ン
ろ
う
か
げ
ま
さ

源
氏
の
大
将
鎌
倉
権
五
郎
景
正
と

い
う
弓
の
名
手
が
こ
れ
を
退
治
し

　
　
　
　
　
村
人
を
救
っ
た
の
で

　　　　⑲

ふるさとの山々（その1）

　
　
　
苧
麻
（
か
ら
む
し
）
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昔
は
東
北

の
農
家
で
は
ど
こ
で
も
栽
培
t
た
。

お
そ
ら
く
こ
の
山
の
山
麓
一
帯
は

青
苧
畑
だ
っ
た
の
で
つ
い
た
名
で

あ
ろ
う
。

　
福
岡
の
南
部
山
は
そ
の
ふ
も
と

の
南
部
屋
敷
と
と
も
に
古
い
地
名

で
、
盛
岡
の
殿
様
南
部
氏
の
祖
先

鎌
倉
山
と
し
た
と
い

う
が
こ
れ
は
伝
説
で

あ
る
。
古
語
で
か
ま

は
険
し
い
が
け
、
ぐ

み
は
洞
穴
で
、
ほ
ら

穴
の
あ
る
が
け
の
多

い
山
な
の
で
つ
い
た

名
だ
ろ
う
。
い
か
に

も
大
百
足
が
居
そ
う

な
山
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
け
ん

　
大
鷹
沢
三
沢
の
源

平
石
山
も
面
白
い
名

一

で
、
山
の
色
が
赤
と
白
に
み
え
る

　
　
ず
ぺ

然
の
滑
り
台
だ
っ
た
。
今
は
土
砂

採
取
で
す
っ
か
り
山
容
が
変
わ
り

昔
の
面
影
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

か
ら
、
源
氏
平
家
の
旗
に
ち
な
ム
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イ
ド
ル

アの家がわ

村上　広信ちゃん　体町）

　哲夫さん、よし子さんの次男

　ママからひとこと

”健康で広く信頼される人に”

鐡慰
「

I
I

戯

攣
鉾A

’㍗Fγ

κ9

．
癬
卿

「花がさおんど」片平　淳（深谷小1年）

しのわた

卍
　
，
き
■
生

捗塑鞍勿
聡（福岡小3年）

　　　　　　　一一，一一

文歌

芸壇

東
益
岡
会
館
（
商
工
会
議

所
隣
）

川
股
兵
三
選

　
　
　
山
羊
飼
い
て
子
等
を
育
て
し
若
き
日
の
思
い
出
遠
し

　
　
夏
草
刈
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

　
　
　
太
陽
の
照
る
日
ま
れ
な
る
夏
過
ぎ
て
川
面
に
早
や
も

　
　
鴨
の
帰
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

　
　
　
つ
つ
ま
し
き
日
常
生
活
に
胸
う
た
る
土
光
会
長
に
見

　
　
習
は
ん
と
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

　
　
暫
く
は
開
く
こ
と
な
き
辞
書
な
れ
ど
つ
た
な
き
短
歌

名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

係
（
白
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

遠
き
地
に
八
十
路
を
こ
へ
て
伏
す
母
を
思
ふ
タ
ベ
の

こ
ほ
ろ
ぎ
わ
び
し
　
　
　
　
　
　
荒
木
喜
代
子

い
さ
さ
か
の
色
槌
せ
残
る
畑
茄
子
を
茸
に
添
へ
て
夕

飼
賑
わ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
　
正
三

騒
音
の
止
め
し
真
昼
の
工
事
場
に
ジ
ャ
ズ
を
流
し
て

憩
う
若
き
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

七
年
の
亡
姑
の
忌
を
終
へ
し
み
じ
み
と
虫
の
喘
音
を

夫
と
聞
き
入
る
　
　
　
　
　
　
　
郡
山
　
　
高

大
雨
に
畑
添
え
の
堀
水
あ
ふ
れ
茄
子
や
白
菜
根
こ
そ

ぎ
流
さ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
江

蒜
な
く
永
き
つ
と
め
を
終
へ
し
日
々
手
が
け
し
庭
に

か
の
こ
百
合
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
青
蘭

広
告
の
裏
に
幾
度
も
消
し
て
書
き
短
歌
の
言
葉
の
浮

ば
ぬ
タ
ベ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

道
ゆ
け
ば
亡
き
父
母
と
歩
き
た
る
と
う
き
び
畑
の
さ

や
ぎ
ひ
ろ
が
る
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

ひ
え
び
え
と
静
ま
り
か
え
る
境
内
に
ひ
と
き
わ
高
く

鳴
き
し
姻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
ヒ
サ

但
か
な
か
な
の
短
か
く
鳴
い
て
夏
果
つ
る
　
草
野
　
美
沙

か
に
か
く
に
戻
り
な
き
道
曼
珠
沙
華
　
佐
藤
　
周
子

夢
に
見
し
亡
父
母
若
し
虫
の
な
く
　
　
近
内
　
キ
ヨ

彼
ら
し
く
う
ち
わ
両
手
に
踊
り
ゆ
く
　
高
橋
和
歌
子

昨
日
今
日
同
じ
虫
な
く
荒
庭
に
　
　
　
鈴
木
　
民
子

友
の
娘
の
縁
談
き
ま
り
秋
涼
し
　
　
　
鈴
木
　
い
く

台
風
の
逸
れ
て
安
堵
の
寝
間
あ
り
　
　
大
庭
　
良
子

乱
れ
咲
く
秋
草
古
き
石
佛
　
　
　
　
　
川
村
　
静
江

す
れ
ち
が
ふ
香
水
の
香
の
シ
ャ
ネ
ル
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
良
子

漸
く
に
百
日
紅
の
花
朝
ひ
ら
く
　
　
　
太
田
　
敏
子

大
出
水
あ
と
田
に
あ
り
ぬ
鷺
の
む
れ
　
日
下
　
佐
七

試
歩
の
身
に
清
ら
か
な
川
月
見
草
　
　
鈴
木
と
み
じ

は
ま
な
す
の
実
の
輝
や
き
て
父
母
恋
し
　
佐
藤
　
歌
子

湯
の
宿
に
せ
せ
ら
ぎ
の
音
萩
こ
ぼ
れ
　
高
子
　
　
橘

蝸
に
病
室
暗
き
夕
餉
と
る
　
　
　
　
　
久
須
見
南
斗

　
※
十
一
月
例
会
は
二
十
八
日
㈱
十
二
時
三
十
分
よ

　
　
り
中
央
公
民
館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

ノ’



公民館だより，
圏第6回子ど｛，まつり

　次代を担う市内の少年が一同に

会して野外活動、レタリエーショ

ンなどを実施することにより少年

の豊かな人間形成と相互の交流を

深める。

レ日時11月7日（日）8時30分～

　　　12時30分

レ場所益岡公園

〉参加対象　市内小学校1年生～

　　　6年生

レ主催　教育委員会、児童館

　　　中央公民館

■親子和紙づくり教室

　和紙づくりの楽しさと版画づく

りの喜びを昧わい親子のコミュニ

ケーションをはかることを目的に

開催いたします。

〉期日　11月14日、21日、28日、

　12月5日、12日

〉場所　中央公民館

〉受講料　1，500円（親子）材料費

》講師　遠藤忠雄氏、小岩庄一氏。

〉参加対象　小学校4年生から6

　年生までの親子。

※くわしくは中央公民館君6－24

53または4－5377へおたずねくだ

さい。

幽紬南公民館絵画展
仙南各市町公民館で開設、また

育成指導している絵画講座、絵画

サークルの同好者の作品を一同に

展示し仙南地域住民の絵画啓発の

一助とすることを目的として開催

いたします。

〉期日　11月27日一29日

レ場所　自石市中央公民館

〉主催　仙南公民館連絡協議会

囎家庭ハレーボール指導
　者講習会

　コミュニティスポーツの代表的

種目である家庭バレーボール競技

を普及、振興させる指導者の養成

を目的に開催いたします。

〉日時11月21日

〉場所　中央公民館

〉参加対象　各地区家庭バレーボ

　ールチーム代表者、家庭バレー

　ボール公認審判員、体育指導委員。

護　軌！’・一　 h　・’鱈脳甑難憩　鯛’

解騨響羅．…舞

慰醒．襲旨鹸幽「、

　　　．欝
　　　・・籔。脚　　藻堤軽
　　　　　蚤藻

μ啓心覆論耀襲難露　鼓

聯月旬臼市鶴体育

大金の熱戦より

團第13園貰化祭

〈展示の部＞ll月1日～4日9時

　から18時まで（4日のみ15時）

○市民会館　書道・絵画・アマ無

　線・いけばな・盆栽

○中央公民館　写真・甲冑・陶芸・

　かるた・水石・和紙人形・茶道

〈芸能の部〉　11目3日

○中央公民館〔昼の部〕13時～16

　日寺、　長唄・言寺β今・舞踊・合口昌・

　器楽・謡曲

〔夜の部〕18時～21時

　民謡・舞踊

〉主催　白石市文化協会

　　　　　1灘欝穂～
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か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
月

曜
日
）
、
小
原
分
館
は
土

▽　▽　▽　④　③　②　　①▽　　さすなあかで　はつ　ま
瞥箭羅勢馨呈歪羅巷長面ぎ霧喜嚢寓奢図
～九時相相す予誌出すにいきが方にか童
土時間談談　　　　　　　　　　　　　　はでは住り　同
　　　　　　　　　　　　　　簡きど所る館住

所
、
職
場
、
通
学
校
の
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O
談
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査
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究
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書
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ま
す
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単まな　’に
なすた職は

移動図書館（こまくさ号）巡回日程表
　　　　　　　　　　　　　　　（毎月定期巡回）

あ
ん
な
い
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十
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究
に
役
立
つ
本
な
ど

分
野
の
本
を
そ
ろ
え
、
み

ご
利
用
を
待
っ
て
お
り
ま

機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

週

轡
弔

1悔

週

第

ラ
】

週

第

周
一

第

4

週

曜日

月

水

金

月

水

金

月

水

血

月

水

金

上
ぜ 閤

午前10：00～10：40

午後2101）～3：10

午後1：20～2：00

午後　2110～3：30

午前10：00～11：00

午前11110～11：30

午後　2：10～4：00

午前10：00～10：40

午前11：1）0～11：40

午後　3100～4：00

午後　3：30～4：30

午前11）：00～11：01）

午後1：1）0～1：50

午後　2：00～3：00

午後　3：20～4：00

午前10100～10：30

午前10：40～11：00

午前11：11）～11140

午後1：30～2：30

午後　3：30～4：30

午前10：00～10：40

午前11：00～11：30

午後2：00～3：30

午前10：10～10：50

午前11：00～11：30

午後　2：00～3：30

午後　　3：40～4：10

午前　9：50～10：30

午後　1：30～2：10

午後　2：10～3：30

午後　2：20～3：20

午後　3：30～4：30

午前10：10～10：40

午前10：50～11：30

午後2：00～2：50

午後3：00～4：0Q

地区名

白石
斎川
福岡
福岡
福岡
福岡
福岡
福岡
福岡
小原
越河
福岡
白石
白川

自川
白石
白石
白石
大鷹沢

白石

福岡
福岡
越河
自石
白石
大鷹沢

大鷹沢

臼石
白石
大平
自石
白石

越河
越河
白石
白石

駐車場名
傑山寺門前

斎川小

深谷三本木

深谷小

八宮分校

長袋
福岡小

長峰分校

鎌先
小原中学校

南中学校

三住分校

観音崎住宅

臼川小

臼川中

緑が丘市営アパート

緑が丘住宅

緑が丘県営アパート

不忘学園

杉浦製作所前

蔵王分校

不忘分校

越河小

アツギナイロン社宅

中河原

大鷹沢小学校

大鷹沢中学校

斎藤建設

鷹巣蛭賀屋敷

大平小

田町
国鉄アパート

越河郵便局前

越河駅前

寿山教員住宅

寿山南公園前

　
曜
日
は
十
二
時
ま
で
。

▽
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日
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、
祝
祭
日
、
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、
年
末
年

　
始
、
ば
く
書
期
間
（
十
日
問
）
。

こ
ま
く
さ
号
（
移
動
図
書
館
）

　
こ
ま
く
さ
号
に
は
、
約
一
千
六
百

冊
の
本
を
積
載
し
、
別
表
の
日
程
表

に
よ
り
計
画
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
駐
車
場
近
く
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
一
人
三
冊
ま
で
約
一
ヵ
月
間
ご
利

用
で
き
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し

い
読
書
に
お
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

自動車文庫配本所一覧表

読
書
は
あ
な
た
の
無
限
の
宇
宙

地琶
名

白

石

越
河

斎

川

大
鷹
沢

臼

川

大

平

福

岡

小原

｛主 所

字南寺前42

字南寺前42

字益岡9～1

字葛西丁7
字桜小路30

字大畑1番！～2

字鍛治内25

字清水

ク南原
字中屋敷7
字新田尻31

掌笠松83

宇沼前13

大町宇愛宕99

三沢字：五丁目48

津田字内堀75

〃内堀6～1
内親字青木前M5

犬卒都婆字

中目字西田7

森合字八ッ森9

中目字大平前

〃南六角
蔵本字尾べら150

〃薬師堂23
深谷字南沖26

長袋字陣場が丘12～1

深谷字南沖21

八宮字不忘山249

字町42

配　本　所

働　　婦人の家

第二幼稚園
勤労青少年ホーム

黒沢ヤ　ス　宅
ベットスクール
白石興産文化生活委員会

佐藤内蔵雄宅
石川幸次郎宅
越河公民館
菅　野　と 宅

斎川公民館
桂　山信 宅

村上けい子宅
佐藤　謙　五　宅

大鷹沢公民館
佐藤とき子宅
臼　川　公　民館
吉　田　せ　き　宅

鈴木光　子宅
大　平　公　民館

永井忠雄宅
村　上　　誓 宅

黒沢喜久子宅
菅野はる 宅

老人福祉センター

深谷保育園
福　岡　公　民　館

深谷　公民館
岡部捨男宅
斎　藤　広 宅

ノ2
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■観光写真コンクール

　市内の史跡、名勝、民芸品、行

事などを題材とした観光写真を広

く一般より募集し、市民の観光意

識の高揚を図り観光宣伝に資する

目的に観光写真コンクールを実施

いたしておりますので市民のみな

さんふるってご応募ください。

レ主催　白石市観光協会、白石市、

　　　　白石商工会議所

＞後援　宮城県観光連盟、白石市

　　　　文化協会

〉主題（テーマ）

1．市内および糠王連峰等自然景観

2．行事、風物、祭り

3．文化財および史跡

4．郷土芸能

5．民芸品

〉応幕規格

第1部　カラーの部（カラースラ

イド）セミ版（6cm×4．5cm）

第2部　白黒の部35脇以上

（4ツ切りとし裏面に密着を貼付

のこと）

＞応募資格　制限なし

〉応募受付期間　昭和57年8月1

　日から昭和57年11月30日

〉作品送付先　白石市字桜小路35

　白石市観光協会（市役所商工観

　光課）費5－2111（内線201）

〉審査　主催者側で委嘱する審査

　員で審査する。

〉発表　昭和57年12月中旬（入賞

　者本人あての通知）

〉賞

　特選　　1　点

選
選
作

特
準
入
佳

　2

　5

10
レ応募上の注意

点
点
点

O応募点数には、制限なし。

○応募作品は、昭和57年1月1

　日以降撮影したもの。

○作品には、下記事項を明記の

　上作品裏面貼付のこと。

　（氏名、住所、電話番号、カ

　メラ、フィルター、データー

　撮影年月日、撮影場所）

O入賞作品の版権は、主催者に

　属します。入賞された方は、

授賞のとき原版を提出してく

　ださい。提出されない場合失

　†各となります。

■う一めん料理

　　　　　講習会
　白石う一めんのうまい食べ方、

冬季間における料理方法について

行いますのでご参加ください。

〉日時12月3日（金）10時～12時

〉場所　働く婦人の家

〉主催　働く婦人の家と白石う一

　めん協同組合の共催で行います。

レ申込み　ご参加される方は働く

　婦人の家費5－5095までご
　連絡ください。受講料は無料。

口講座受講生募集

　働く婦人の家では、年賀状用の

版画教室を開きます。ふるってご

参加ください。

〉講座名　版画教室

レ目時11月30日（火）10時～14時

〉場所　働く婦人の家

レ受講料　無料、ただし教材費は

　自己負担。

〉持参するもの　彫刻刃・鉛筆・

定規・サインペン。

　くわしいことは、働く婦人の家

（奮5－5095）までどうぞ。

働く婦人の家まつり
　働く婦人の家では、下記によ

り文化祭を催しますので市民の

みなさんお誘いのヒお出かけく
ださい。

〉日時　11月21日（日1午前10時～

　15時

レ場所　働く婦人の家

レ内容　作品の展示、手づくり1乍…

　品の即売、食堂、催し物など。

58年度白石市立幼稚園児募集

事項

幼稚園名

募集人員

募集期間

入園資格

入園願書
受付場所

入園願書

受付時間

そ　の他

自石第一幼稚園

128名

白石第二幼稚園

80名
昭和57年12月1日（濁～昭和57年12月7日（火）

1）年齢満5歳児

満4歳児

謄灘織腰／膜もの

罐灘1器｝慢もの
2）白石市在住者であること。

3）臼石市内の私立幼稚園に在園中のものを除く。

入園希望の各幼稚園

月曜日～金曜日（午前9時～午後4時まで）、

土曜日（午前9時から午前11時30分まで）。

但し日曜日は除く。

1）入園願書用紙は、市立幼稚園、教育委員会に用意

　　してあります。

2）入園希望者が定員を超過した場合は抽選をします。

　但し5歳児は4歳児に優先します。

　市営住宅の空家入居者を募集し

ていますので次により申込みくだ

さい。

レ受付期間　11月8日～11月13日

　まで（ただし日曜、祭日と土曜

　〔住宅の概要〕

　日の午後は除く）。

〉受付場所　建設課

〉申込み用紙　11月4日から市役

　所建設課で配布します。

　ぐわしくは建設課住宅係（内線

241、242）へお・問い合せく
ださい。

所　　在　　地

白石市鷹巣宇寿山27
白石市郡山宇花見平6

自石市越河五賀字山田73－2

白石市白川津田字越田山根18

白石市大平森合字下前山2－19

白石市緑が丘二丁目1－114

団地名

寿　山

寿　山

山　　田

越田山根

新　館

丘力乗ウ↑

募集戸数

1
1
1
1
1
！

家　賃

3，500円

5，000円

3，000円

3，600円

10，500円

16，500円

構　　　造

簡易耐火2階建

木造平家建
簡易耐火2際建

簡易耐火平家建

中層耐火5階建

中層耐火4階建

　白石市母親クラブ連絡協議会で

は、バレーボー1しの会員を募集し

ております。あなたもこの機会に

ぜひご参加ください。

〉練習日　毎週火曜日7時～9時

レ会場　白石第二小学校体育館

》参加対象　ベレーボー」レをして

　みたいと思う方ならばどなたで

　も結構です。お父さんの方もご

　参加できます。

〔ボー1レの種類〕　ゴムボール

レ申込み　くわしくは白石市母親

　クラブ連絡協議会事務局、第一

児童館盈5－7070または第二児

　童館費5－3875へお申し込みく

　ださい。

　日石高等技術専門校では、次に

より技能講座の受講者を募集しま

す。お友だちをお誘い合せのうえ、

お申し込みください。

＞家庭大工講座　11月12日③9時

　～14時（昼食持参）、男女を問わ

　ず10名（大工道具の使用法と簡

　単な木工品の製作）

〉自動車整備講座　11月12日（火）9

　時～12時、若葉マークの婦人ド

　ライバー15名（各自の車により、

　始業点検と簡単な作業を行なう。

〉受講料無料

〉申込み方法　ハガキまたは電話

　でお申し込みください。定員に

　なりしだい締切ります。

　くわしいことは、白石高等技術

専門校へおたずねください。自石

市鷹巣本木山2－2　智5－2444

郷土の

文化財を守ろう

文化財保護強調週間

11月1日～7日

〉日時昭和57年11月17日㈱午後

　1時
〉場所　白石市民会館

レ主催　白石市、白石市健康づく

　り推進協議会

レ内容　シンポジウム・救急医療

※どなたでも参加できますのでぜ

　ひご来場ください。

　j弄．λ 一て1 ドl　r』ll／竿『ツ

　白石こけし業協同組合では、昭

和57年度宮城県小規模産地育成強

化事業の指定を受け、新商品、新

技術の開発など産地振興をはかる

ため事業の一つとして組合員の新

作発表展を次により仙台市内にお

いて開催いたしますのでお知らせ

いたします。

〉期日　11月5日③～10日（水）

〉場所　仙台市藤崎6階催事場

〉主催　白石こけし業協同組合

〉後援　宮城県・白石市・宮城県

物産振興協会・白石市観光協会・

弥治郎こけし業協同組合。

公立刈田綜合病院

創立百周年特別記念講演

　刈田病院は明治15年宮城病院

白石分院として創立以来百周年

を迎えることができ記念講演を

次により実施いたします。市民

のみなさんお誘いの上ご来場く

ださい。

〉日時11月6日仕）午後2時30分

〉場所　白石女子高等学校体育館

レ特別記念講演

　演題「老化と長寿」

　講師　東北大学名誉教授

　　　山形敵一先生
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，市役所の所在地

自石市字桜小路35

〒989－02 麿5一．211窟代表）
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1福　祉）
　㌧鮎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

購ご孝噛周くださも、

　　　〔ポータブル浴槽一式〕

　ねたきりの状態にある方、心身

障害（児）者家庭でねたきりにな

った人に対してだれでも簡単に操

作できるポータブル浴槽を貸出し

ておりますのでご利用ください。

〔福祉関係図書〕

　少しでも多くの方々に社会福祉

の理解を深めていただくため、社会

教育と地域福祉、婦人ボランティ

ア、寝たきり老人介護などをはじ

めとする福祉関係図書（101冊）

の貸出しを行っておりますので、

ご利用ください。

※くわしくは社会福祉協議会（内

　線148）へお申し出ください。

個民年釜）
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

曝ゆとりができたら追納を

　国民年金の保険料は、失業した

り収入が少なかったりしてどうし

ても納めるのが困難な場合には、

申請によって免除を受けることが

できます。

　しかし免除を受けたままですと

将来、老齢（通算老齢）年金を受

けるとき、免除を受けた期間分の

年金額は、保険料を納めた場合の

三分の一に減額されてしまいます。

　そこで、保険料を免除された期

間は、その後生活にゆとりができ

たときに、最高10年前までさかの

ぼって当時の保険料額で納められ

る、という方法が採られていま免

　これを「追納制度」と呼んでい

ます。追納した期間は、普通に保

険料を納めた期間と同様に扱われ

ます。免除を受けた方で、保険料

を納めることができるようになっ

た方は、ぜひ保険料の追納をしま

しょう。そして将来は、より高い

年金が受けられるようにしましょ

つD

ノ7

国保の優良家庭を表彰1

　今年から次の要領で国保被保

険者優良世帯を表彰することに、

なりました。表彰の基準は昭和1

57年3月31日まで国保に加入し、

・ていた世帯で一家そろって1年

以上（昭和56年4月1日から昭

和57年3月31日まで）お医者さ

んにかからなかった世帯です。

同時に昭和56年度の国保税を年1
度内に完納し、さらに滞納のな虐

い世帯ですg表彰の区分は一世・

帯被保険者が一人から三人まで

　と四人以上の世帯に区分しまし、

た。表彰日については該当され1

る世帯にそれぞれ追ってご案内

いたします。くわしくは保険課，

　（内線151）へお問い合せくださ1

いo

　　　　　房、つ　u　！篭　1

　宮城県民のために作られ、県下

で広く利用され信頼されている昭

和58年版「みやぎ手帳」　（頒価1

冊330円）をあっせんいたします。

　ご希望の方は、市役所秘書企画

課（費5－2111、内線327）また

は、各出張所、分室へお申し込み

ください。

，税　　務）
　、＿＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザF

圃税の相談はお気軽に

　土地や家屋を売った場合とか、

相続、贈与があった場合など、税

金についての相談が年々多くなっ

ています。

　こんなとき、気軽に相談できる

税務相談の窓口として、国税局や

全国の主要都市にある税務署には

「税務相談室（分室）」が設けられ、

知識、経験豊かな相談官が配置さ

れていて納税者のみなさんの税金

に関する相談や苦情に対して親身

になってその回答や解決にあたっ

ています。

　忙がしい人や遠隔地の人のため

には電話による相談も行っていま

すが、当市には毎月15日の定例相

談日に「仙台国税局税務相談室仙

台中分室」から相談官が巡回相談

にきていますので遠慮なくご利用

ください。

　税金の相談はもちろん無料です

し、自分の住所や名前を言わない

でも相談できますから、相談した

ために税金が高くなるのではない

かなどという心配はまったくあり

ません。

　電話相談する場合の電話番号は

次のとおりです。

　仙台国税局税務相談室

　費0222一（21）一3007番

　仙台中分室（仙台中税務署内）

　奮0222一（27）一9102番

　ド・ ・1　ノ・・㎜　日　．≠1

　　　　　　　　　一面’　　イ」，エJlぐ乙
　　　　　　　り『　レ　昌〆［1flよlr『㍉¶

　住宅を新築したり購入したとき

は、次の条件に該当していればそ

の住宅に居住した年から3年間、

1万7千円の住宅取得控除が受け

られます。

（⊃住宅購入後6ヵ月以内に入居し、

　控除を受ける年の12月31日まで

　引続き居住していること。

②控除を受ける年の所得金額が8

　百万円以下であること。

③家屋の床面積が40平方メートル

　以上165平方メートル以下であ

　ること、っ

　また、住宅の取得資金を民間の

金融機関から返済期間10年以上の

条件で借り入れているときは，そ

の住宅ローンの返済金額に応じて、

最高3万円までのいわゆるローン

控除が1万7千円に加算して控除

が受けられます。

　この住宅取得控除を受けるため

には確定申告が必要です。申告の

ときは、住民票の写し、登記簿謄

（抄）本、住宅ローン控除の適用

を受げる人は「住宅取得に係る融

資額の償還金額等証明書」と家屋

の取得価額を明らかにする書類、

さらにサラリーマンの場合は源泉

徴収票が必要です。サラリーマン

の場合は、1年目に確定申告をす

ると、2年目、3年目は年末調整

で控除が受けられます。

　新築住宅のほか一定の条件に該

当する場合には、中古住宅につい

てもこの住宅取得控除を受けられ

る場合がありますから、くわしい

ことは毎月15日の定例税務相談の

際におたずねください。

姻年乗調整説明会

　　　　　　大河原税務署

　「年末調整」は、サラリーマン

の確定申告ともいえるもので、大

変重要なものです。次により「年

末調整」の説明会を行いますので

ご来庁ください。

レ日時11月22日（月）午前10時～12

　時、午後13時30分～15時30分。

　12月2日（木）10時～12時。

　〔注1〕12月2日は、初めての

　方を対象にした説明会です。

〉場所　自石市役所4階大会議室

　〔注2〕個人青色申告者にっい

　ては、決算記帳指導の際に説明

　します。

就学援助制度ノ

　経済的理由により、就学が困難

な児童生徒（小・中学生）の義務

教育の就学を確保し，その円滑な

運営を期することを目的としてお

り申請が認定されますと、学用品

費・通学用品費などが給与されま

す。受給を希望される児童生徒の

保護者の方は、

◎児童生徒の在学している学校長、

　または担任教諭

◎昭和58年4月小学校就学児予定

　児童については就学予定学校長

　に相談して、申請される場合

　は12月5日まで申請書を学校へ

　提出してください。なお、この

　申請は昭和58年度分です。

　くわしいことは、学校教育課（内

線413）までどうぞ。

・i鑓ii学iiii難iiii健ili康iii談iii懸ii

　昭和58年度入学予定のお子さん

（昭和51年4月2日から昭和52年

4月1日までの出生者）に対する

就学時の健康診断を下記日程で行

います。

　該当する保護者には通知してお

りますが、まだ通知書が届かない

場合、またはその他不明な点があ

りましたら教育委員会学校教育課

（内線413）へお欄い合せください。

月　日

11月10日

11日

12日

16日

17日

18日

19日

24日

25日

26日

曜

くオ

木

金

火

水

木

金

水

木

金

学　校　名

越河小学校

斎川小学校

大平小学校

大鷹沢小学校

白　川　ノ』、　学　ホ交

福岡小学校

深谷小学校

小原小学校

白石第一小学校

白石第二小学校

受付時聞

12：00～12：20

12：00～12：20

12：00～12：20

13：00～13：20

11：40～12：00

12：00～12：20

12：00～12：20

11：40～12100

11：30～12：00

11：30～12：00
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　　モチ米の稲刈り
　10月16日、越河小学校の五、六

年生68人が学校近くの水田で一斉

にモチ米の稲刈りを行いました。

　今春5月18日に田植されたもの

で、1乍柄を気にしながらまた稲穂

を汰事に稲刈り作業を終えました。

　11月中頃に行うモチっきをする

収穫感謝祭が楽しみとか。

　　，毒難護轡欝嚢藩蒙

1鵜麹繭

　　白石青少年音楽祭

　市内で活躍中の青年諸団体が呼

びかけた第1回音楽祭が10月3日

中央公民館で行われました。地域

青少年の社会活動の参加をはか｝）、

青少年の対話や健全育成するのが

ねらい。会場には、すばらしいメ

ロディーが響きわたりました、

鞠

　　　　並’漉厭

　　　　　　　　　　献

＼，憾画ゼ　F㌧倉‘

　　　消費生活展
　20日、21日市民会館で市消費者

の会恒例の「消費生活展」が行わ

れました。会場には食品添加物テ

スト結果、洗剤、訪問販売に強く

なるための相談コーナー、不用品

活用などの各コーナーが設けられ

大勢の主婦が詰めかけ盛況でした。

休日急患当番医
月　日

11／3

7
14

21

23

28

内 科

大沼医院（5）2502

広瀬医院（5）0238
三1甫クリニック（5）6854

筐医院（5）2410
加藤（司）医院15）2001

引地医院（5）2036

トタ 科

宮城医院（5）2062
加藤（大）医院15）4701

刈田病院（5）2145
堤　　医　院’（5）1181

斎藤医院（5）1222

刈田病院（5）2145
※都合により変更になる場合もあります。

目† 談
相談区分

人権擁護

相　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業紹介

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活

相　　談

補聴器
巡　　　回

サービス

婦人相談

無料法律
相　　談

相談日

15

15

15

5・25

5・19

17

15

　
．
金

　
火
・

5
．
木

－
月
・

　
週
水

　
毎

リオン11・26

トリオ　9

ニホン19

ユ5

15

問時

10：00～

　15：00

10100～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　12：00

10：00～

　14：00

9130～

　15：00

10：00～

　16：00

10：00～

　15：00

13：00～

　14：00
11：00～’

　12：00

10：00～

　12100

10：00～

　15100

10：00～

　15：00

場　　所

白石市役所

2階相談室

全 上

全 上

健康センター

2階相談室

健康センター

2階相談室

白石市役所

3階相談室

白石市役所

2階相談室

自石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

市民会館

白石市役所

白石市役所

内 容

結婚、離婚、遺産相

続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について

困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

税金などに関するこ

と

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との間題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

ノ8


